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気象資料自動編集中継装置（ADESS）について＊

田　中 文　治＊＊

　はしがき

　昭和44年3月はじめADESSがスタートし，それま

で人手にたよっていた気象データの編集中継処理が自動

化された．その後WMOの世界気象通信網計画にもと

ずく各国の通信設備の整備にともない，ADESSに接続

する国際通信回線はワシントン，ハバ・フスクとの高速

回線を始め遂次増設，増強が進み，国内における通信機

能およびデータ処理の改善と相まって，今やADESSが

果す機能は飛躍的に向上した．現在ADESSに入出力

するデータの量は1日およそ2，000万字に達し，年々増

加しておりFGGEが実施される時期には更に急増する

ことが見込まれる．

　ADESSが国内の気象通信中枢としての役割を果して

いる事はよく知られているが，一方国際的にもアジアの

地域気象通信中枢であるばかりでなく特に世界気象中枢

であるワシントン，メルボルンとは直接に，モスコーと

もハバ・ワスク経由接続する位置にあって，世界でも枢

要な通信中枢としての機能を果していることは余り認識

されていない．

　1．世界気象通信網とデータ伝送

　従来主として短波通信系に頼っていた国際気象通信網

はWMO第5回会議（Apr．1967）によって定められ

たWWW計画の中の一つの主要な柱である世界気象通

信網（GTS；Global　Telecommunication　System）計画

に基き加盟各国の努力により遂次改善が行なわれ，現在

は一部の地域を除いて有線回線，海底ケーブル，衛星通

信網を利用した専用の通信回線によって結ばれるように

なった．この結果通信回線の質は一・段と向上し，電話回

線による国際間の高速データ伝送や画燥伝送が可能にな

ったのを始め国際気象通信網の運用は極めて能率的に行

なわれるようになった．

　世界気象通信網の主要な役割は云うまでもなく，各国

の気象機関が必要とする資料を早く確実に入手するた
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め，各，国内気象中枢（NMC），地域気象中枢（RMC）

および世界気象中枢（WMC）の間で観測データの収

集，交換配分を行ない，かつ，反対に世界気象中枢およ

び地域気象中枢によって作成されたプ・ダクト資料を必

要とするこれら各中枢に送信することであり，世界気象

通信網の取り扱う資料は毎日現業的に必要とするデータ

のほか研究目的のために必要な資料も含まれる．

　世界気象通信系は通信回線とそれを使って通信を行な

う各種の通信中枢から構成されており，通信回線，通信

中枢とも次のように三階級に分けられている．

　（1）世界気象主幹線（MTC；Main　Trunk　Circuit

　　　and　its　branches）

　（2）地区気象通信網

　（3）国内気象通信網

　これら通信回線は国内気象中枢（NMCは通信機能を

含む），地域通信中枢（RTH；Regional　Telecommuni－

cation　Hub）および世界気象中枢（WMCは通信機能

を含む）によって運用される．地域通信中枢は東京地域

通信中枢のように地域気象中枢と　（RMC）併設されて

いるものが多いが，バンコック，テヘラソ，パリ，など

のように地域気象中枢になっていない所が地域通信中枢

として指定されている場合もあり，計画中の北京地域通

信中枢もこの例である．また地域気象中枢の中にもダー

ウィン，マイアミ，モントリオールなどのように地域通

信中枢が併設されていない所もある．

　a）世界気象主幹線網（MTC）

　世界気象主幹線は世界気象中枢であるワシントソ，モ

スコー，メルボルソのほか地域通信中枢のうち10個の地

域通信中枢を結び，そのルートは東京を中心にいえば，

東京⇔ワシントソ⇔ブラックネル⇔パリ⇔オッフェンバ

ツハ⇔プラハ⇔モスコ⇔ニューデリー⇔メルボルソ⇔東

京，と世界を一周する閉じた回線を形成しており，モスコ

ー
，

ニューデリー間は直通回線のほか，モスコー⇔ヵイ

・⇔ニューデリーと迂回線も併設されている．このほか

世界気象主幹線の支線として，ワシントン⇔ブラジリ

ヤ，オラフェソバッハ⇔ナイロビ⇔カイロ，東京⇔北京
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第1図　世界気象主幹線によるデータの流れ

（未完）があり，それぞれ世界気象主幹線にぶら下って

いる．

　世界気象主幹線上の世界気象中枢および地域通信中枢

は後述の地域気象通信網を通じて収集したデータのうち

主として全球的スケールの解析ならびにプ・グノに必要

なデータをお互に交換し，また解析，予報資料など世界

気象中枢で作用されたプ・ダクトや気象衛星から受信さ

れた資料などが交換され，このほか関係する国内気象中

枢，地域気象中枢の要求を満たすための種々の資料が流

されている．これらの資料の伝送は一般の数字，文字に

よるもののほか画燥伝送（analogue魚csimile，digita1

魚csimile）も含まれてるいる．

　このようにして世界気象主幹線上の世界気象中枢およ

び地域通信中枢には世界中の観測データが集まり，また

必要とする解析，予報などの世界気象中枢作成プロダク

トが集まることになっている．従って世界気象主幹線を

通じて送受される通信量は極めて膨大なものとなり，特

にピーク時の通信を遅滞なく実施するためには，必然的

に世界気象主幹線は2400BPS（毎秒300字の通信速度に

相等）または1200BPS以上の高速通信で運用すること

が必要であり，世界気象通信網計画ではそのように決め

られている．

　これに基づき世界にさきがけ先づ東京一ワシントンの

8

区間が1970年11月2400BPSの高速通信の運用を開始し，

以来今日まで極めて順調に精度よく運用されている．続

いてワシソトンーブラックネルーバリーオッフェンバッ

ハの区間が1973年5月に同じく2400BPSの運用に入り，

またオッフェンバッハープラグーモスコーの区間は1974

年8月以降1200BPSの運用に入り現在に至っている．

従って本来高速通信回線であるべき世界気象主幹線は

1975年10月現在，計画通り2400BPSまたは1200BPS

で運用されているのは東京からワシントン，欧州経由モ

スコーまでの区間だけでその他の区間は一部に高速化の

計画もあるが現在75または50ボーの低速回線で運用され

ているのが実状である．

　b）地区気象通信網

　地区気象通信網は地区内にある地域通信中枢，国内気

象中枢（一部の地区では世界気象中枢，地域気象中枢も

含む）の間，および場合によってはこれらと周辺地区の

通信中枢を結ぶpoint　to　point回線（世界気象主幹線

の関係する区間も含まれる）によって構成され，また無

線テレタイプおよび無線模写放送も地区気象通信網の一

つである．

　地区気象通信網には地区内に存在する地域通信中枢を

連結して構成する地区主幹線，地区内の国内気象中枢と

地域通信中枢または別の国内気象中枢とpoint　to　point

職天気”22．12．
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の回線で結ぶ地区気象回線，および地区外の通信中枢と

Point　to　point回線で結ばれる地区間気象通信回線の各

種がある．

　アジア地方に相当する第2地区の地区気象主幹線は地

区内の7個所の地域通信中枢を結び，ルートとして，

東京⇔バンコック⇔ニューデリー曾テヘラン⇔タシケン

ト⇔ノボシビルスク⇔ハバ・フスク⇔東京と地区内を一

周している．このうち東京⇔ハバ・フスクの区間は1975

年3月以降高速化され，1200BPSによるデータ伝送と

有線魚csimileを時分割によって切りかえ運用と，この

ほかに75ボーのデータ回線も併用されている．これ以外

の区間は75または50ボーの低速通信回線として運用中で

ある．

　東京地域通信中枢とpoint　to　pointで結ばれている

国際回線は現在次の通りである．

　　回　線

東京←〉ワシソトソ

東京砂メルボルン

東京⇔ハバ・フスク
東京⇔（ホンコン）

　　　　　　や　　　　　→ハンコック
東京⇔ホソコソ

東京⇔ニューデリー

東京⇔京城

速　度

（2400BSP）

（75ボー）

（1200／FAX）

（75ボー）

（75ボー）

（50ボー）

（50ボー）

東京⇔ホノルル（第5地区）（75ボー）

東京⇔マニラ（第5地区）（75ボー）

　　区　分

世界気象主幹線

世界気象主幹線

地区主幹線

地区主幹線

地区回線

地区回線

地区回線

地区間回線

地区間回線

　地区内の各国内気象中枢によって収集された各国の観

測データは地区気象通信網によって所属の地域通信中枢

に集められ，世界気象主幹線上の地域通信中枢を経て世

界気象主幹線に流されると共に地区内の各中枢の間で交

換される．世界気象主幹線によって交換されるデータが

主として全球的スケールのものであるのに対して，地区

気象通信網によって地区内で交換されるのは，より観測

密度の高いデータであり，交換の頻度も多くなる．この

地区気象通信網を通じて各国の国内気象中枢は，必要な

地域の所要データを所属の地域通信中枢からまとめて送

信を受け，同様に要望によって世界気象中枢，地域気象

中枢の作成する解析，予報資料も入手できることになっ

ている．

　地区気象主幹線上の各地域通信中枢は東京地域通信中

枢と同様に周辺の責任範囲にある各国の国内気象中枢と

point　to　pointの回線によって結ばれ，地域通信中枢と

しての機能を果している．

　c）国内気象通信網

1975年12月

659

　世界気象通信網の一環として各国の国内気象中枢は国

内の気象管署からの観測データ，海岸無線局を通じての

船舶データおよび航空気象官署を通じての飛行機データ

を収集して，これを国際交換のため所属する地域通信中

枢ならび所要の国内気象中枢などに送信する責任をもっ

ており，これら国内データの収集のための国内回線の設

定は各国の責任にまかされている．日本の場合，専用回

線による国内テレタイプ網が完了している．

　以上のような世界気象通信網計画により気象資料の収

集，配布は次のような時間を目標に実施されている．

　（1）国内気象中枢は国内気象通信網により，観測終了

後15分以内に国内のデータを収集し，これを全球的に交

換される資料と地区内だけに交換されるる資料に分けて

編集し，おそくとも35分までには所属する地域通信中枢

に送信を完了する．

　（2）地域通信中枢（世界気象主幹線上の地域通信中枢

でない場合）は責任区域内の各国の国内気象中枢から収

集したデータのうち全球交換資料は，おそくとも45分ま

でに，所属する世界気象主幹線上の地域通信中枢に送信

を完了する．また地区交換資料は地区主幹線に中継する．

　（3）世界気象主幹線上の地域通信中枢は責任範囲内の

地域通信中枢または国内気象中枢から収集した全球交換

資料を直ちに自働的に世界主幹線上に中継し，ワシント

ソ，モスコー，メルボルンの世界気象中枢は観測終了後

90分以内に世界のデータの収集を完了する．

　例えばビルマの国内データは観測後15分以内に国内気

象中枢ラソグーンに収集され，編集のうえ，地域通信中

枢バンコックに35分までに送信される．バンコックはそ

れを45分までに世界気象主幹線上の地域通信中枢である

東京に送信を完了し，東京は直に世界気象主幹線を通じ

てワシントソの世界気象中枢に中継し，同時に自動的に

世界気象主幹線上の全ての世界気象中枢および地域通信

中枢に流される．

　以上WWW計画に基づく世界気象通信網の概要を記

したが，気象庁は国際的には第2地区の主要な地域通信

中枢，とくに世界気象主幹線上の地域通信中枢としての

責任を負っている．　（東京地域通信中枢）

　a）観測データの収集．

　（1）東京地域通信中枢が直接観測データを収集する責

任範囲

　日本（東京），朝鮮（ソール），香港，マカオ（香港），

近海および太平洋

　（2）世界気象主幹線上の東京地域通信中枢として世界

9
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気象主幹線に送信すべぎ責任範囲．

　上記a）で東京地域通信中枢が直接収集する範囲のほ

か北京のRTT放送によって入電する中国，バンコッ

ク地域通信中枢を経由して入電するタイ，ビルマ，イソ

ドシナ半島諸国，インドネシアおよびホノルル国内気象

中枢を経由して入電する太平洋の島．このほか，第5地

区の通信網が整備されるまでの暫定として，本来メルボ

ルンで収集すべき地域であるが，フィリッピソ（マニ

ラ）は東京地域通信中枢に直接，マレーシヤ（クアラル

ンプール）はバンコック地域通信中枢経由，東京から世

界気象主幹線に送信することに決められている．

　なおシベリヤおよびモンゴリヤの資料はハバロフス

ク，ノボシビルスクまたはタシケント経由モスコーから

世界気象主幹線に送出されることになっているが，これ

らの資料は全てハバ・フスク地域通信中枢経由東京に非

常に早く入電するので東京地域通信中枢からも世界気象

主幹線に送信している．

　b）観測データおよび世界気象中枢プロダクト等の配

分．

　種々の通信網を通じて東京地域通信中枢に収集される

国内データ，第2地区ならびに周辺地域の地区交換デー

タおよび世界の全球交換データの中から東京地域通信中

枢に結ばれている各国の通信中枢に対して，それぞれ，

その要望する気象報に整理して伝送する．

　2．ADESSの概要
　2－1．ADESSの概略機能

　ADESSに接続されている受信，送信ともそれぞれお

よそ1GO回線の国内外の通信回線を通じ，入力する多種

多様の気象資料をコソピューターを使って予め定められ

たプログラムに従い自動的に気象報に編集して出力した

りまたは入電したままの形で出力するもので，ADESS

の基本的な機能は編集および中継といえる．

　a）中　継

　中継機能は受信したデータがどのような種類のものか

を識別し，それを必要とする端末にそのままの形式で送

信することことをいい，それは各電報の冒頭につけられ

ている識別符，観測時刻などからコンピューターが解釈

し，予め定められているプログラムに従って出力すべき

回線を決定する．

　b）編　集

　編集機能はADESSが受信して保有している多くの

データの中から，各端末ごとに必要とする内容，形式

（地域，地点およびその順序など）は整理して新しい気

10

象報として送信することをいい，ADESSは気象報の種

類，観測時刻，対象とする区域，地点番号，気象報中の

要素などの条件に基いてデータを選択して編集する．

　c）通信コードおよび通信速度の相互変換．

　ADESSには既存の各種通信回線を結んであるため通

信方式が一様でなく，例えば国内通信網の多くは6単位

50ボー，国際回線の多くは5単位75ボー，高速回線は8

単位4800，2400，1200BPSなどあって通信コード，通

信速度が回線によって違っている．従って，各回線に中

継したり，編集出力するときは，その回線に合った通信

コード，通信速度に変換して出力せねばならない．

　d）宛名電報の自動交換

　e）優先度による処理出力，

　非常電報を優先処理するほか，全ての電報は4階級の

優先度に従って処理する．

　f）画傑電送の中継

　ADESSに入力するアナログおよびディジタルのFAX

図を所要回線に所定時間に中継出力する．

　2－2．システムの構成

　ADESSは通信処理用計算機（TOSBAC　DN’一340），

データ処理用計算機（TOSBAC5400／150）およびデー

タ蓄積装置（DS160，DS－181）を主とする機器によっ

て構成され，これに通信回線が接続している．

　ADESSの機器構成図を第2図に，ADESSに接続す

る通信回線概要図を第3図に示す．

　a）通信処理（TOSBAC－DN－340）

　通信回線イソターフェイスにより通信回線に接続さ

れ，リアルタイムで回線サービスを行なう．

　（1）各種の通信端末との同時受信，同時送信を行なう．

　（2）各回線から入力するデータは，DN－340に入ると

先づビット信号の情報から文字に組みたてられ，更にア

デスの内部コードに変換して（事後の処理を容易にする

ため）データ処理用計算機に渡す．

　（3）非常報が入力したときは，それを識別して，この

計算機で優先処理して出力する．（出力時間を短縮す

る）．

　（4）さん孔装置起動符号，端末に対する強制受信符号

の付加送出を行なう．

　（5）高速回線の処理はWMOの定める誤り制御方式

に従い，高速回線により送信または受信するデータが，

相手側に正しく到達したどうかを確認しつつ伝送を行う

ための通信制御を実施する．

　b）データ処理（TOSBAC－5400）

、天気”22．12．
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第2図　システム構成図

　1）．低速用DN－340によってADESSの内部コード

に変換されたデータが蓄積装置（DS－160）を経てこの

計算機に入ると

　（1）文字の連続として入ってくるデータから行の構

成，ブリテン識別を行った後，蓄積装置（DS－181）に記

憶させる．

　（2）データによって中継すべきものは中継処理を行な

い，編集すべきものは編集処理を経て，タイム・テーブ

ルのコントロールによって出力される．

　（3）その他通過番号チェック，再送要求に対する応

答，計算機で自動処理できない資料の処理など，オペレ

ータからの指示に対するいろいろな処理を行なう．

　2）．高速およびFAX資料は高速，FAX用のDN－

340によってコード変換後この計算機に入って来る．デ

ィジタルデータの処理については，低速からのデーター

の処理に準ずるが，FAXについてはCDF（画傑の情

報量を圧縮するため符号化して送受信するもの）の処理

だけを行なう．

　c）データ処理の流れ．

　ADESSでデータ処理を行な：う動作の時間的経過は概

ね次の通りである．

　1）．低速回線からの資料．

　（1）各回線からの受信データはDN－340で約6秒分の

ブロックにまとめられ，前側ディスク（DN－160）の受

1975年12月

信資料一時記憶場所に書きこまれる．

　（2）T－5400は6秒毎に前側ディスクに書き込まれて

いる資料を後側ディスク（DS－181）の受信資料一時記憶

場所に移す．

　（3）T－5400は各回線につぎ，30秒ごとに後側ディス

クの受信資料一時記憶場所からデータを取り出して処理

し後側ディスクのセソターファイル（約6時間分のデー

タを記憶する場所）に書ぎ込む．この処理過程で中継す

べきデータか，編集すべきデータであるか区分する．

　（4）中継データーであれば送出プログラム処理を経

て，前側ディスクの送信資料一時記憶場所に移される

る．DN’一340はこの資料を6秒毎に読み出し，DN－340

の送信バッファー（内部記憶装置）に移し，出力すべき

回線に出力する．中継データの出力開始時間はデータが

ADESSに入力し終ってから平均して30秒～2分（AD－

ESSの負荷状態が70％程度の場合で出力回線がつまっ

ていない時）で出力を開始する．ただし非常報はDN－

340のみで処理するので，ほぼ12秒程度で出力を開始す

る．

　（5）編集データはセソターファイルから約1分毎に

T－5400に読み出され，その中の編集に必要なデータを

集め，編集に便利なような形式に整理してデータ・ファ

イルに書き込む．

　（6）各種の放送，各回線の送信スケジュールによって

11
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第3図　ADESS通信系回線概要図

定められた送信時刻の1分前になると，データ・ファイ

ルからデータを読み出し，編集処理をして後側ディスク

の編集ずみファイルに書き込む．このデータは送出プロ

グラム処理を経て前側ディスクの送信資料一時記憶場所

に移され，中継信と同様DN－340に渡され出力される．

　2）．高速回線からの資料

　（1）各回線からのデータは，DN－340によって，ブ・

ック単位（ワシントンー東京の場合は192字）にまとめ

られ，3秒毎にCIU（Computer　Inte漁ce　Unit）回線

を通じてT－5400経由，後側ディスクの高速用受信資料

一時記憶場所に転送される．

　（2）T－5400は24秒毎にこの資料を読み出して処理す

るが，処理は低速回線からの資料処理と同じである．

　3）．システムの特徴

　アデスはその性格上国内外の多くの気象官署と通信回

線を通じて1日24時間連続して資料の交換を実施し，取

扱う資料は広範囲の膨大な量の気象データのほか，非常

報を始め，地震津波情報，警報，注意報など緊急を要す

る情報も含まれているため，短時間でも故障のため通信

12

を中断することは国内的にも，国際的にも影響が極めて

大ぎく，従って常時実働してることが要求される．この

ため，このシステムではオンライン処理に関係する主要

機器について，二重に装置し，一方が障害を起こしても

自動的に切り換えられたもう一つの機器によってシステ

ムを維持し，十分に機能を果すように設計されている．

　一般処理計算機であるTOSBAC－5400も二重化され

ているが，受信されたデータは通信処理用計算機を通じ

て一応蓄積装置に書き込まれていること，ならびに非常

報はDN－340で処理されることを考慮し，TOSBAC－

54001台はスタソパイとしてオフラインの多目的使用

が出来るようになっている．しかしオンラインで使用中

のTOSBAC－5400に障害が発生した場合はただちに切り

換ってオンライン処理を続けるようになっている．

　2－3通信回線

　ADESSに接続する通信回線は国内，国際回線を合せ

て送受信それぞれ約100回線で，ADESS通信系向線概

要図は第3図に示す．

　a）国内回線

黙天気”22．12．
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　（1）BL一回線（一般通信）は全国11の地方通信中枢と

ADESSを結び，地方中枢は自動中継装置を介して管内

の官署（端末）と接続している．回線は端末～地方中枢

間が1回線，地方中枢～ADESS間に2回線を使用し，

一般の気象官署との観測データの収集，予報資料の放

送，その他の通信など国内回線としてもっとも広く使わ

れている．

　（2）AL回線（航空・一カル回線）は5管区および沖

縄の通信中枢にあるAL集信装置を介して，各管内の航

空気象官署と接続している．

　　　CL回線（航空幹線系回線）は国内主要の9航空気

象官署と気象庁内にあるCL集信装置を介してADESS

に接続している．

　（3）清瀬回線　北京の無線テレタイプ放送（BRB）を

清瀬気象通信所で受信し，この回線を使って受信信号を

自動的にADESSに入力する．また洋上に設置してあ

りV一・ボットの定時観測を短波によって清瀬で受信し，

それをミニコンを使って自働的に気象報に符号化したも

のをこの回線によって入力する．

　（4）テレックス回線電々公社のテレックス3回線

（1つは予備）は，主として銚子，長崎などの海岸無線

局から船舶の気象電報をADESSに打ち込むのに用い
られる．

　（5）ATT回線は管区および沖縄の通信中枢に接続

し，これらの中枢が必要とする予報関係資料をADESS

が回線ごとに編集など処理して放送するもので，各管区

から管内の地方中枢，・海洋気象台，航空測候所などにも

分岐している●同様にBL回線を通じて一般の気象官

署向けに中枢単位で必要な予報資料を放送し，同じく

ALを通じて管区ごとに航空関係資料を流している．

　（6）航空局AFTAX回線　ADESSと航空局のAF－

TAX（通信の自動交換装置）を結ぶ回線によってAFT－

EN（海外の航空固定通信網）と接続し，この回線を通

じて海外航空官署との種々の情報交換を行なう．

　（7）このほか，庁内系の回線として，天気図作業室，

地震課，天気相談所への200ボー回線があり，数値予報

計算機（HITAC－8800／8700）との間には4800BPSの

高速回線があって，ADESSに入電する全ての情報を提

供している．

　部外系には海上保安庁，防衛庁，NHK，気象協会，

天気予報会社などにデータを配信するために50ボー，

200ボー，1200BPSなどの回線が設けてある．

　（8）無線放送関係

1975年12月

　気象庁が担当する国際無線放送のうち，テレタィプ放

送であるJMGとJMIはADESSで放送内容を作成
し，この回線を通じて電々公社の臼井送信所より自動的

に放送．モールス放送であるJMc，JMBはADEsS
から50ボーで出力したものをモールス・コンパーターを

介して，それぞれ17BPS，23BPSのモールス信号に自

動変換して，臼井，検見川の送信所から放送している．

　b）国際回線

　前述のGTSの項で述べた国際回線の外，北京回線は

初めに75ボー5回線から出発し将来更に高速化すること

が計画されているが実施時期は今の所未定．また府中米

軍気象隊との間に2400BPSの高速回線が接続されて
いる．

　2－4FAXのADESS処理
　従来気象庁のFAX放送JMI，JMJは放送スケジュ

ールに従って人手によって送画機を操作して行なわれて

きたが今年3月から衛星の雲写真など一部を除いて

ADESS制御に切り換えられた．これによるとFAXの

放送原図を240廻転／秒の高速でADESSに入力，その

情報をADESSに蓄積しておぎ，放送時間になれば

ADESSが自動的に所定の図を定められた回線に出力し

て放送するものである．この方法によると放送原図の

ADESSへの入力が今までの半分の時間で済みまた放送

時刻の前でさえあれば必ずしも入力の開始を放送時刻に

正確に合せる必要もなく送画が便利になった．特に一度

ADESSに入力しておけば同じ，画を外の放送や別の回線

に違った時間に出力することも可能であり，再送要求に

応ずるのも容易になった。この方法で現在，JMJや

JMHで放送した一部の天気図をハバロフスク回線を通

じて送信している．

　今回ADESS制御になったFAXは白黒2階調のア

ナ・グFAXだけでADESS送画機から送られる白黒

の画信号を0，1のディタル信号に変換して入力し蓄積

される．現在画質を考慮し，WMO標準サイズの天気

図（450×550mm）の一走査線を表わすのに2700ビット

を使っている。副走査線方向の走査線密度が1mmあた

り約4本であるので一枚の標準サイズの天気図の総情報

量は

　2700×4×550≒6×106ビット

ということになる．これは50ボーの普通のテレタイプで

連続33時間かかって送信する情報量に匹敵する膨大な量

である．

　いまディジタルFAXについても開発が進められて
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おり，現在ワシントンとの間で2400BPSの回線を使っ

てディジタルFAXの試験運用を実施中で近い将来この

回線を使ってFAX図の交換が可能になることが期待さ

れる．
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中部支部総会と支部発足記念講演会の開催についての報告

　去る8月8日中部支部では，昭和50年度支部総会と支

部発足記念講演会を名古屋共済会館にて開催した．

　会員の出席は40名を越え，行事は記念講演会，支部総

会，懇親会の順に行われた．

　記念講演会は理事長礒野謙治氏のr大気中の微粒子と

それの気象気候へ及ぼす影響について」と，小平信彦氏

の「気象衛星による遠隔測定」で感銘深いものがあっ

た．

　支部総会は事業計画案及び予算案の承認が主であった

が，活発な支部活動を希望する若い会員の声も聞かれ

た．17時から懇親会に入った．我々の大先輩松平，須田

両氏のご出席もあり和かに終ったことを報告します．

　　　闇・
　　　．義

土屋巌著
　地球は寒くなるか一小氷期と異常気象

講談社現代新書400，1975，新書版，206頁，370円

　科学・技術を駆使して地球上に君臨する人類も，その

生物としての基盤の意外に弱いことを我々は1972年に始

まる食糧危機で知った．この食糧危機をもたらしたのは

ソビエト・カナダ・インドなどに出現した異常な寒さま

たは干魅であった．その後も気象の変動は止むことな

く，人々は気象変化一食糧生産の変化一物価の変化にい

や応なく注目させられている．

　このような時機に，地球上の気候は果して寒くなりつ

つあるのか？　過去の気候変動はどうなっているのか？

それをもたらす原因はなにか？　本当に寒くなった時に

人類は生き残れるか？　という素朴な質問に明快に答え

る本書が出版されたことは極めてチャンスを得たもので

ある．アトラクティブな図と表を用いて，ここ数万年に

地球上に出現した気候の変化が手際よく説明され，現在

の寒冷化もその一環としてとらえられているが，それに

人類の大規模な生産活動にもとづく環境破壊が関連して

いそうだという点は注目に価する．

　寒冷化進向の暁における極めて困難な生存環境も，氷

期を乗り越えて旧人から新人へと進化して来た人類にと

っては克服可能で，人類の知恵と科学技術はそれを容易

にするだろうという楽観論がのべられている．私達もそ

うなって欲しいと思うが，人口の重圧と科学技術・資源

の偏在は新しい激烈な人種闘争をひき起こす可能性もあ

る．

　このような新しい人種進化過程（？）をひき起こすか

も知れない気候変動に関して，体系的な情報（諸外国の

資料が多いが）が提供されたことは，生物として，社会

的存在としての我々の生活を考えるうえに非常に有益で

ある．食糧自給率40％台という危険な台所をもつ日本人

にとっては特にそうである．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（内嶋善兵衛）
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